令和８年　　月　　日
２．活動について
	活動タイトル（30字以内）
（例）里山の生物多様性を探る継続調査

	活動内容

・活動期間（例：2023年4月～現在）

・参加人数・部活名等（例：生徒15名、教員2名）

・主な活動場所（例：学校周辺、○○川、○○干潟）

・キーワード


	活動概要（目安：400～2000字程度） ※箇条書き可
（例）
本校では学校周辺の里山と河川を対象に、生物多様性について学ぶ活動を3年間継続して行っています。
今年度は野鳥を中心に、月1回の定点観察を実施しました。確認した種数や個体数、行動、周辺環境を記録し、前年までのデータと比較しました。また、水質調査や植生調査もあわせて実施し、野鳥の生息環境との関係について考察しました。
観察結果は表やグラフに整理し、学校文化祭や地域イベントで展示発表を行いました。さらに、市役所や地域団体とも情報を共有し、地域全体で自然環境を考える機会づくりにも取り組みました。

















３．成果・工夫した点（目安：400～2000字程度）
	以下のような内容をご記入ください。
・工夫したこと　・地域との連携　・継続している点　・今後期待されること

（例）
継続調査により、季節や環境の変化によって確認できる野鳥の種類や個体数が変化することが分かりました。また、河川周辺の草刈りや護岸工事など、人の活動が野鳥の利用状況に影響している可能性についても考察することができました。
調査では、観察者による記録のばらつきを減らすため、観察方法や記録様式を統一しました。また、写真撮影や位置情報を活用し、後から確認できるよう工夫しました。
発表では、単に調査結果を示すだけでなく、「なぜこのような結果になったのか」を話し合い、自分たちなりの考察をまとめました。地域の方々からも意見をいただき、今後の調査につながる課題を見つけることができました。



審査で重視するポイント
〇　児童・生徒が、教員や地域の関係者の支援を受けながら、主体的に取り組んでいる
〇　野生生物全般に関する保護活動において、「親しむ活動」「理解する活動」「守る活動」
「広める活動」 が行われている 
〇  活動が、野生生物の保護や生息環境の保全につながっている
〇  活動が、地元の方々と関わりながら協力が得られるものになっている 
〇  子どもならではの着眼点や創意工夫が見られること
